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即子・不良措置報告書の書き方について

研修のねらい

保護観察が奏功し，これ以上保護観察を継続する必要がなくなったと認める場合は，

良好措置を検討することになります。反対に，遵守事項違反の事実が認められた場合

は，不良措置を検討することになります。

担当保護司として，これらの措置（特に良好措置）の要件を十分理解した上で，計

画的に保護観察処遇を実施し，対象者の改善更生を図っていくことが大切です。

そして，良好措置や不良措置を検討するに当たって，最も重要な判断材料となるの

は，担当保護司が毎月提出する保護観察経過報告書です。

そこで，今回の研修では，保護観察における良好措置と不良措置，保護観察経過報

告書を作成する上での留意点等について学びます。

研修の進め方

1 研のねらい

2 講義

(1)良好措置

(2)不良措置

(5分）

(7 5分）※適宜休憩

(3)報告書の書き方（保護観察経過報告書について）

3 質疑応答 (1 0分）

高知保護観察所
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1 良好措置

保獲銀察の効果が上がり，保謹観察対象者の改善更生が図られた結果，保護観察に

よる指導監督及び補導援護を継続する必要がなくなったと認めるときは，良好措骰が

検討されます。

さて，下のイラストを見て，担当保護司からの保護観察解除の相談に対し，主任官

がどのようなことを考えているか，想像してみてください。

私の対象者は，まじめに保護

観察を受けてくれて，生活態度
も問題なしです。

だから，そろそろ保護観察を

解除してあげたいのですが。

担当保護司

①保護銀察の号種は…

②現在の処遇段階は・・・

③保護観察開始からの経過期間は…

④これまでの遵守事項の遵守状況は・・・

えーと， それから・・・

察～包？
主任官
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碑護観察の号種は…

良好措置として保護観察を解除できるのは，（ア

ます。

）号観察の対象者に限られ

｀
 ②現在の処遇段階は…

【イ 】段階が【ウ ）か月以上継続していることが前提になります。 ・

③保護観察開始からの経過期間は•••

必要な経過期間は保護観察の種別により異なりますが，たとえば， 1号観察（一般）

の場合，おおむね［エ ）年経過後に良好措置を検討できます。

④これまでの遵守事項の遵守状況は…

⑤えーと．それから…

良好措置は，計画的に！
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「良好措置」一覧表

対象 良好措置 形式的要件

【一般）おおむね1年経過

解 除
（交通】おおむね6か月経過
（短期】原則6か月以上7か月以内に解除（遅くとも10か月以内）

1号
観察 【保護観察所長が決定】

一時解除
3か月以上経過

【保護観察所長が決定）

2号
退 院

おおむね6か月経過（短期処遇の場合は6か月未濶も可）

観察 ［保護観察所長が委員会に申出．委員会が決定】

3号 不定期刑 おおむね6か月経過（刑の短期が経過していることが必要）

観察 の終了 （保護観察所長が委員会に申出，委員会が決定）

4号
仮解除

おおむね1年経過 ． 

観察 ［保護観察所長が委員会に申出，委員会が決定】

※全てに共通する形式的要件として，「C段階が3か月以上継続していること」が必

要です。（解除のうち短期を除く。）

※実質的要件として，「遵守事項を守り，指導監督・補導援護を継続しなくても，社

会の善良な一因として確実に改善更生できると認められること」が必要です。

（解除のうち短期，一時解除については，実質的要件が若干緩く設定されています。）

1良好措置の効躙

◎ 「解除」，「退院」，「不定期刑の終了」により，保護観察は終了します。

◎ 「一時解除」，「仮解除」により，指導監督・補導援護が一時中止されます。（保護
観察は終了しません。）

;. 
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2 不良撞置

保護観察対象者が遵守事項に違反したときは，処遇の転換を図るとともに，再犯・

再非行を未然に防止し，社会を犯罪から防衛するため，不良措置が検討されます。

.. 

対象I不良措置

「不良措置」一覧表

要件

遵守事項を遵守しなかったことの情状，保護観察の実施状況を考慮し，警

警 告 1告を発しなければなお遵守事項を遵守しないおそれがあるとき。

（保護観察所長が決定】

品1戸言冒量言力：。あるよ

②正当の理由がなく家庭に寄り附かないこと。

・③犯罪性のある人若しくは不道徳な人と交際し，又はいかがわしい場所に出入

りすること。

④自己又は他人の徳性を害する行為をする性癖のあること。

通 告

品1;;;1:芸芸芸旦委王三ご:::.
の
し
放

消ロ取

号
察
3
観

以下のいずれかの場合

G海現拉放中に更に罪を犯し，罰金以上の刑に処せられたとき。
②仮釈放前に犯した他の罪について，罰金以上の刑に処せられたとき。

③仮釈放前に他の罪について罰金以上の刑に処せられ，その刑の執行を

すべきとき。

④仮釈放中に遵守事項を遵守しなかったとき。

（委員会が決定（④は保護観察所長が委員会に申出）］

遵守事項を遵守せず，その情状が重いとき。（全部猶予）

遵守事項を遵守しなかったとき。（一部猶予）

4号 1蜘瑾予 （保護観察所長が検察官に申出，検察官が裁判所に請求】

観察 の取消し1※以下のいずれかの場合，執行猶予が必ず取り消される。
①猶予の期間内に更に罪を犯し，禁錮以上の刑に処せられたとき。

②猶予の言渡し前に犯した他の罪について禁錮以上の刑に処せられたとき。
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. I不良措置の効剰

＠「施設送致申請」，「通告」，「戻し収容」により，新たに少年院送致となった場合，

結果的に保護観察は終了します。

＠「仮釈放の取消し」，「執行猶予の取消し」により，保護観察は終了します。

◎ 「警告」により，指導監督が強化されます。（保護観察は終了しません。）

◎ 「保護観察の停止」により，刑期の進行が停止されます。（保護観察は終了しませ
ん。）

私の対象者は，全然首う
ことを聞いてくれません。

だから，保護観察の期間
を延長する必要があると思
います。

担当保護司

う～ん。保護観察期間を
延長するという不良措置は
ないんだよね…

よし。まずは保護観察所
に呼び出して指導しよう。

行~~?
主任官

？ 
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3 報告書の書き方（俸護観察経過輻告書について）

(1)保護観察経過報告書の位置付け

・ 保護観察経過報告書は，保護観察所（主任官）が，対象者の生活状況や担当保

護司による処遇の内容を把握して，適期に適切な介入を行うために必要不可欠の

最重要書類であり，保護観察実施上の基礎となります。

• また，（ア 】をお支払いする際の根拠書類となります。

・ 再犯・再非行があった場合は，検察庁や家庭裁判所へ提出する「保護観察状況

等報告書」の基礎資料となります。

・ 保護観察経過報告書には，保護観察の実施状況や対象者の生活実態を記載し，

1か月ごとに作成して，翌月【イ 】日までに保護観察所へ提出してくださ

い。 (2枚複写の1枚目を提出）

(2)保護観察経過報告書を作成する際の留意事項

・ 保護観察経過報告害の作成に当たっては，平成30年度版『保護司のてびき

保護観察•生活環境の調整の進めかた』の 120ページ以降が参考になります。

• なお，保護観察の担当開始時に主任官から送付される「保護観察事件調査票」
や「遵守事項通知書J等の各書類との対応関係について，分かりにくい面がある

と思われますので，別添資料により，対応関係を再確認してください。

(3)保護観察経過報告書の左面（保護観察の実施状況）について

(4)保護観察経過報告書の右面（対象者の生活実態）について
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保 護 観 察 経過報告書 （甲） と他の書 類との関係
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保護観察事件調査票
事件糧胴等

麻区分

事の区分

事件香号

繹窟

氏名等

ふりがな

氏名

＊籍

住屈

匪・和送・その他（

頂観察 日・如・回
4AA (1) 1-0000 
平成AA年3月20日から平成口口年6月12日まで

ほごいちろう

保諮一郎 （平成00年5月13日生
00県00市00町00番地
00県00市00町123-45
自宅電話：0000-00-0000 

笞・H 蜘・学生等•繭暉種 9班コ
喜判ヌは戯割に聞する事項

決定又は言渡し飯判所

決定又は臼裟しの日

國・女

携：090-0000-0000 

樋中省略）

00家庭裁判所00支
平成▲▲年3月20日

6紳行略） （途中省略）

保護観察の実施計画

＂は目標

餞の頻度・方法（屈遇罰欝の緊口s 口A 口B 口C}
祖当保罷司は．月2回の来訪を確実に守らせることを基本としつつ，少なくとも3か月1こ

1回は往訪面攘を行う。主任官は少なくとも6か月に1回面接を行う。

参考事項

（鑓遇の実籍において冒意すぺき指尋頷域）

u紐関係 口金銭管理 口問題飲洒
口腱康状態 口居住関係 ―族関係

G翡D
ロシンナー ロ覧せい剤

ロ叩井袖 口中学生

ロ衷内暴力（口児衆内待

•J (覇呻蝠ブログラ.t.)
直輝 直せ＂渭葬口暴力枷

ロ揺難細紐（雌） 0繹当 ． 

（誼動熾者）譴力鉗蛸があり蜘山記鵠樟す樟

口認定する 口認定しない

口薬物乱用

口問題飲酒 口暴力団

口校内暴力 口哀鉛

口DV) 四磁当

口就労・就学関係

口暴走族

Dfflil 

口飲酒運転防止 口しよく罪梱n

主任官

作成者

0 0 0 0 
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担当保護司 更生花子
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室芸宝苦

あなたが保護観察の期問中遵守すべき事項は，次のとおりです。-
護 郎 殿

00保護観察所長

゜

特別遵守事項

共犯者との交際を絶ち．一切接触しないこと。

深夜にはいかいしたり．たむろしたりしないこと。

就靡活動を行い．又は仕事をすること。

書

゜゚

呵mn:1 翫atlrt

平成▲▲年3月20日

一般遵守事項

1 再び犯罪をすることがないよう．又は非行をなくすよう健全な生活態度を保持

すること。

2 次に掲げる事項を守り．保護餓察官及び保護可による指導監督を誠実に受ける

R ィこと。保護観察官ヌは保護司の呼出し又は訪問を受けたときは．これに応じ.iii接
を受けること。

ロ 保護観察官又は保護司から．労働又は通学の状況．収入又は支出の状況．家

庭環境．交友関係その他の生活の実態を示す布実であって指導監督を行うため

把姐すべきものを明らかにするよう求められたときは．これに応じ．その事実

を申告し．又はこれに関する資料を提示すること。

3 保護餓察に付されたときは．速やかに住居を定め．その地を管轄する保

護観察所の長に届出をすること。

4 保護観察に付されたときに保護観察所の長に届け出た住居又は転居をする

ことについて保護観察所の長から許可を受けた住居に居住すること。

5 転居又は7日以上の旅行をするときは．あらかじめ．保護観察所の長の許可を

受けること．


